
幼保連携型認定こども園舞戸保育所 利用者負担に関する規定 
 
 
第１条  本園の保育料は、利用児の居住する市町村が所得に応じて定める利用者負担額とする。 
 
第２条  前条に定める保育料のほか、教育・保育の提供の便宜に要する費用のうち、本園の利用に

あたり実費負担が適当と認められる費用については別にこれを徴収するものとする。 
 
第３条  前条に定める費用は、利用額が決定後、翌月１０日までに納入するものとする。 
 
第４条  本園在園児が町から認定を受けた利用期間、利用時間を超えて利用した場合は、その超え

た時間について次のとおり負担するものとする。 
 

① １号認定児（教育標準時間 月曜日～金曜日 ８時～１３時利用） 
７時～８時と１３時～１８時の一時預かり、及び土曜日と長期休業中の７時～１８ 
時の一時預かり（幼稚園型）について、３０分あたり１００円を徴収する。 
ただし、一日４５０円、月４,０００円を上限とする。 
１８時以降の延長保育については無料とする。 

 
      ② ２号・３号認定児（保育短時間 月曜日～土曜日 ８時～１６時利用） 

７時～８時と１６時～１８時の延長保育について、３０分あたり１００円を徴収 
する。ただし、月２,０００円を上限とする。 
日常的な利用がない場合は徴収を免除するものとする。 
１８時以降の延長保育については無料とする。 

 
     ③ ２号・３号認定児（保育標準時間 月曜日～土曜日 ８時～１８時利用） 

１８時以降の延長保育については無料とする。 
 
第５条  本園在園以外の乳幼児が一時的に本園を利用の場合の一時預かり（一般型）利用料は次の

とおりとする。給食を利用した場合は１回２００円を別途徴収するものとする。 
 
  ① ０歳児  一日利用（８時～１７時）１,５００円 
    半日利用（８時～１２時３０分、１２時３０分～１７時）１，０００円 
     ② １～２歳未満児 １日利用 １,３００円 
             半日利用  ８００円 
          ③ ３歳以上児 １日利用 １,１００円 
             半日利用  ６００円 
 
第６条  本園在園の３歳以上児からは副食費として月額４,５００円を徴収する。ただし、法令に 

より副食費が免除となる場合は徴収しないものとする。 
月途中の入園・退園や、入院等やむを得ない理由での長期欠席の場合は、日割り計算に 

よる減額調整を行うものとする。 
 
 附則  この規定は 平成２７年 ４月 １日から施行する。 
附則  この規定は 令和 元年１０月 １日から施行する。（第６条追加） 


